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＜連絡事項＞

· 1/29・30　法人研修「喫煙による健康被害について」があります。

· 2/19・20　法人研修「暴言・暴力について」があります。

· 正月期間中、朱夏のスタッフが出勤しています。依頼時は庶務管理課を通じてお願いします。
＜外来情報＞

· 横町　浩様　～夜間、眠れない時もあるが以前より改善しているとのこと。ブラックコーヒー

　　　　　　　　　飲んでおり、体重も減少傾向と話されている。

· 田澤　勝敏様　～母親の命日が12/30の為、12/29～1/4　年末外泊を希望している。自宅に本人の　　

病状悪化原因となった弟様が生活しており、青山荘スタッフが主治医に相談。

主治医より4泊5日の外泊は可能とのお話あり。自宅のあるむつ市でショートステイの利用可能な施設もある為、次回受診時に再検討予定。

· 関　秀治様　　～疲労感は少しあるが、職親の仕事にはなれてきたとの事。

· 田名部　一樹様～前回の受診時に服薬調整し日中の眠気はないとの事。

＜利用者様情報＞

· 戸賀沢　潔様～現在、借金が11000円と青明舎から情報あり。

· 井畑　光湖様～先日、青明舎を訪問し通院中の湊病院主治医から紹介状を作成してもらっている

　　　　　　　　 来月から（当院）デイケアを利用できると話していたとの事。

· 北嶋　剛様～デイ利用中の女性メンバーに好意を抱いており、気持ちを伝えようと思っていると先

週話されていた。先日、本人へ年齢と交際相手はいるか？聞いたとスタッフに話されている。（交際はしておらず、実年齢は59歳だが45歳と答えていたとの事）

治療の場として互いに利用している事は認識していると話されている。

· 下町　サン子様～青山荘のクリスマス会に参加希望しており、確認中。

· 馬渡　武光様～風邪薬のカプセルを噛んで服用しようとしており、かまずに水で服用するよう

　　　　　　　　　助言している。服用方法により効果も違うので注意してみていく。

· 田名部　浩平様～本日、来所されるがスタッフに連絡なく帰宅し欠席となっている。所在確認の為

　　　　　　　　　　自宅に電話すると本人が出て「忙しくて。」「用事があって。」など曖昧な理由を話している。今後はスタッフに一言伝えるよう促すと了解していた。保護者のお母様にも連絡済み。

　　　　　　　　　　⇒通所日の所在確認を意識的に行う。通所内の本人の存在をシステム的に確認作業する。

＜デイケア事例検討＞

○大釜　久直様（55歳・統合失調症）

　　経過～昭和42年(大学在学中)に発症。八戸市民病院・十和田済生会病院の治療を経て平成11年に日赤病院精神科受診。以後、入院歴5回あり（2回は歯科・眼科治療目的。1回は父親の入院による。）　

　　現状～・日課・プログラムに集中できず自分のペースで過ごす事が多い

　　　　　・書道クラブでは集中し、書く内容も手本を選んで適切である。（以前は支離滅裂な内容）

・外来待合室や近辺の商店・スーパーに出かけることも多い。

・以前は、1日300円の小遣いを毎日持参していたが最近は前日の残金を繰越して持参し400～500円と多目の時があり。持参額が多い日は落ち着きがなく外出回数も多い。

・昼食時、レストランに早めに移動する事あり。スタッフの声掛けに「空腹なんです。」と不機嫌となる。

　　　　　・デイケア利用開始し精神症状悪化の為、入院を繰り返しており徐々にレベル低下が見受けられる。

　　その他～今後、通所する上での問題点

・両親・姉との4人暮らし。両親が高齢の為、在宅生活のフォローが厳しくなる可能性がある。

・現在、地元の福祉サービスを利用しデイケア送迎をしてもらっているが近いうちに廃止予定との情報あり。その後の送迎は八戸に通勤する姉が行うのか不明。

今後の対応としては「安全管理」が基本

⇒・デイケア棟から外出する際は、スタッフに本人から一言伝えれるよう根気強く働きかけていく（外出先は具体的に明示～よこまちストア・泉山商店・病院など）

・所在確認を意識的に行う。

・スタッフの視界に本人の所在を留める努力をする。（スタッフの姿勢）

・一緒に行こうとスタッフの姿勢・介入を伝える。

　　　

